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曜 日 対 象 内
容月 曜 日 記憶 障害.認知 (注意 )障害.行動 (情緒)障害など,顔 ･自己認識,自己表現の改善円滑な対
人間関係部外傷や脳炎.低酸素脳症に起因する障害 ･記憶.注意力の改善体
幹機能の改善火 曜 日 失語症.失認症.失行症.片麻痔など,主に脳卒中後遺症 ･言語機能の回復に関する (高次脳機能)障害 コ
ミュニケーションの方法木 曜 日 月曜日と同じ ･生活の活性 化情緒 安定作業による遂 行
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010図9 通院した高次脳機能障害者 (A)(1999.7-
2002.8) 年齢別一表 7 高
次脳機能障害者 (B)(会員)-年齢別-｣ 華 男
(%) 女 (%) ⊂亘 =0-10 0 2(
25.0) 2ll-20 3(7.8) 1(125 4
21-30 16(42.1) 1(12.5) 1
731-40 ll(28.9) 4 (5
0.0) 1541-50 5(13.1) 0
51-60 3(7.8) 0 3
計 38(82.6) 8(17.4) 46
4.38,63692108
6.5 i
6054321 直麺]●It.■● +t.! Eq :. .q
En 田 _北 千 埼 岐 大 京 ,･瀧 套 兵 和 岡




(B)(会員)-地域削-地 域 人 数
%岩 手 1 2.
1山 形 1 2.i千 葉
2.1神 奈 川 1愛 知
1 2.1大 阪 28 608
京 都 5 10.8滋 賀 2 4
3兵 庫 3 6.5和 歌 山 1




















障害の原因 (B)(会員)原 因 人 数
%頭 部 外 傷 32 69.5脳 内 出 血 6
13.0脳 梗 塞
1 2.1低酸素脳症






































害等級評価等級 神経系統の機能または 労働能力 保険金額精神の障害 喪失率 (万円)
1 著しい障害,常に介護 100/100 4,000
2 著しい障害,随時介護 100/100 3,
















































(-)にて高次脳機能障害を生じた事例No. 地 域 年齢 性別 原 因 症状 (主要なもの)
1 山 口 16 女 転落事故 うつ状態,被害妄
想2 広 島 15 男 交通事故 蓋明
,臭覚過敏,味覚異常3 神 戸 24
女 交通事故 聴覚過敏,うつ状態4 大 阪 52 歩行障害 痴呆
5 大 阪 57 男 交通事故 痴呆,歩
行障害6 大 阪 48 男 交通事故 記憶障
害,情緒障害7 大 阪 21 男 交通事故
記憶障害,計算障害8 奈 良 34 男 交通事故






























































































































Q) M ･K さん (62歳):タクシー運転中の
追突事故
② K･T さん (55歳):建設現場にて転落,
頭部外傷
































































る ｢第13回 ･日本脳 ドック学会｣において演題
発表予定)｡
8.今後の課題-厚生労働省モデル
事業との関連で
3年6カ月に及ぶ認知リハビリと高次脳機能
表13 厚生労働省 ｢高次脳機能障害支援モデル
事業の実施について｣(2001年3月30日)
近年,交通事故等による外傷性脳損傷などによ
り,失語,記憶障害,判断,遂行障害,認知障害
など後遺障害を呈するいわゆる高次脳機能障害の
ある方々は,その症状が外見からは分かりにくい
などの特徴 もあり,その結果,標準的な評価基準
や,必ずしも的確なサービスが十分に提供されて
いない状況にある｡
このため,今般,国立身体障害者リハビリテー
ションセンターと7カ所程度のモデル事業を実施
する都道府県 ･指定都市が指定する地方拠点病院
が連携 して,高次脳機能障害に対する診断,治療,
機能回復訓練の他,社会復帰支援や生活 ･介護支
援を試行的に行い,症例を集積 し,標準的な ｢評
価基準｣および ｢支援プログラム｣の確立を図る
ことを目的として,平成13年4月1日から ｢高次
脳機能障害支援モデル事業｣を実施する｡
障害者に対する実態調査により,様々な問題が
浮き彫りになっている｡2001年4月より始まっ
た高次脳機能障害支援モデル事業 (表13)につ
いて,2003年春には中間発表も予定されてい
る｡
高次脳機能障害は,人間関係が複雑化し,ま
た職場-はコンピューター 機器が導入されるな
ど,現代の世の中だからこそ浮き彫りになった
障害とも言える｡ その点では社会的要因による
障害とも言え,今後とも解決していかなくては
ならない課題である｡2004年4月からの,｢評
価基準｣と ｢支援プログラム｣施行に向け,是
非とも働きかけを行っていきたい｡
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